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1.ＡＥセンサの設置位置

　減速機は軸受、 歯車、 軸で構成されているので、 異常の判断を行うには各部位個々のＡＥ発生状況を評価す

る必要がある。ＡＥの計測では複数個のＡＥセンサを取り付けることにより、 各ＡＥセンサへのＡＥの到達時間差か

らＡＥの発生位置を特定することができる。 図 2 に減速機の異常を判断する場合のＡＥセンサ設置位置例を示す。

２個のＡＥセンサを取り付けてＡＥ発生位置を特定することにより、 軸受、 歯車、 軸、 各位置で発生するＡＥを弁

別して評価する。

2. 減速機の異常判断

　図 3 にＡＥ発生位置の特定結果を示す。 横軸がＡＥの発生位置を示し、 縦軸がＡＥの発生数を示す。 図ではＣ

Ｈ1 のＡＥセンサから 0.1 ～ 0.15ｍの位置でＡＥの発生が多く、 図 2 の歯車でＡＥが発生して異常が進行しているこ

とが分かる。 図の減速機は 3 軸で構成されるが、ＣＨ2 のＡＥセンサをⅠ軸に設置して再測定することにより異常

の発生している軸位置を知ることができる。
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　減速機 （増速機） は非常に多くの機械で使用され、 従来からさまざま

な診断技術が適用されてきた。 しかし減速機は軸受、 歯車、 軸の 3 つ

の要素で構成され、 異常の判断だけでなく異常の発生部位を特定するこ

とが困難である。 したが減速機の欠陥の発生や進行を監視することは難

しく、 減速機を構成する軸受や歯車の突然の破損がシステムの稼動を

停止させたり致命的な故障の誘因となる場合がある。 これに対しＡＥは、

亀裂の進行により発生し、 さらに複数のＡＥセンサを取り付けることによ

りＡＥの発生位置を特定できることから、 減速機の異常発生だけでなく異

常発生部位を判断することができる。
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